
             入院基本料について 

 

１．入院基本料に関する事項 

当院は「入院基本料の施設基準」のうち次の項目に適合します。 

療養病棟入院基本料１（２０対１看護配置、２０対１看護補助配置） 

当病棟では、一日に１３人以上の看護職員（看護師および准看護師）と１３人以上の看護補助者 

が勤務しています。 

 

尚、時間帯別の配置は下記の通りです。 

 ９：００～１７：００    看護職員１人当たりの受け持ち患者数は１０人以内 

               看護補助者１人当たりの受け持ち患者数は１０人以内 

 

１７：００～翌９：００    看護職員１人当たりの受け持ち患者数は４３人以内 

看護補助者１人当たりの受け持ち患者数は４３人以内 

 

 

２．その他の施設基準の適合性に関する項目 

当院は、次の各項目について施設基準等に適合しております。 

・入院基本料の施設基準等に係る届出 

① 医療 DX 推進体制整備加算 

② 療養病棟入院基本料 1 

③ 夜間看護加算 

④ 診療録管理体制加算 3 

⑤ 療養病棟療養環境加算 2 

⑥ データー提出加算 1 及び 3 

⑦ 認知症ケア加算 3 

⑧ 運動器リハビリテーション料（Ⅲ） 

⑨ 初期加算 

⑩ 急性期リハビリテーション加算 

⑪ 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 

⑫ 入院ベースアップ評価料 22 

 

 

３．入院時食事療養（Ⅰ） 

当院では、「入院時食事療養（Ⅰ）を算定する食事療養の基準」に適合しております。 

これは、管理栄養士により管理された食事を適時（夕食については午後６時）、適温で提供するもの

です。 

  



 

４．明細書の発行状況に関する事項 

「個別の診療報酬算定項目がわかる明細書」の発行について 

当院では、医療の透明化や患者への情報提供を積極的に推進していく観点から、 

平成２４年４月より、領収書の発行の際に、個別の診療報酬算定項目が分かる明細書を無料で発行

することと致しました。 

また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても明細書を無料で 

発行することと致しました。 

明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されますので、その点 

をご理解いただき、ご家族の方が代理で会計を行う場合、その代理の方への発行も含 

めて、明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にその旨をお申し出ください。    

 

５．医療情報取得加算・医療 DX 推進体制整備加算について 

当院では、オンライン資格確認を行う体制を有しており、質の高い医療の提供に努めております。 

また、医療 DX の推進に向けた体制整備として、以下の取り組みを実施しています。 

 

 オンライン請求の実施 

 マイナンバーカードを利用した保険証（マイナ保険証）の利用促進 

 

これらの取り組みにより、医療情報取得加算および医療 DX 推進体制整備加算を算定しておりま

す。正確な情報を取得・活用するため、マイナ保険証の利用にご協力をお願いいたします。 

 

６．夜間看護加算について 

当院では、夜間における看護体制の充実を図るため、必要な看護職員を適切に配置し、 

患者様に安心・安全な医療を提供しております。 

この体制により、夜間看護加算を算定しております。 

 

７．長期収載品の使用について 

当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組みを実施して

おります。現在、一部の医薬品について供給が不安定な状況が続いているため、後発医薬品のあ

る医薬品については、一般名処方（薬剤の成分名による処方）を行う場合がございます。 

これにより、特定の医薬品の供給が不足した場合でも、患者様に必要な医薬品を提供しやすくなり

ます。 

 

 

上記の内容は、厚生労働省の定める施設基準に基づき、患者様への情報提供の一環として掲示し

ております。                                    
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入院時食事療養費 

被保険者の方が入院したときは、診療や薬にかかる費用（療養の給付）に係る一部
負担金とは別に、入院中の食事療養に係る費用のうち、1 食あたり下記の標準負担
額をお支払いいただきます。残りは、区市町村が「入院時食事療養費」として負担
します。 

◆詳しくはお住まいの区市町村の国民健康保険担当窓口にお問い合わせください。  

 

※1 指定難病 患者、 小児慢 性特定疾 病患者 は 300 円となります 。  

※2 平成 28 年 4 月 1 日時点で 1 年以上 継続し て精神 病床に入 院して いる患 者は 、退院す るまで の間は 260 円

となりま す（平 成 28 年 4 月 1 日以降、 合併症 等で同 日内に他 病床に 移動又 は転 院する場 合も含 む）。  

※3 低所得 2：世 帯主及 び 国保の被 保険者 全員が 住民 税非課税 である 世帯の 方  

※4 低所得 1：世 帯主及 び 国保の被 保険者 全員が 住民 税非課税 で、そ の世帯 の各 所得が必 要経費 ・控除 （年 金

所得は控 除額を 80 万円 と する）を 差し引 いたと きに 0 円となる方  

 

 

 



入院時生活療養費 

療養病床（主として⾧期にわたり療養を必要とする方のための病床）に入院する 65 歳以上
の被保険者の方には、生活療養（食事・居住費）にかかる費用のうち、下記の標準負担額
をお支払いいただきます。残りは、区市町村が「入院時生活療養費」として負担します。 

◆詳しくはお住まいの区市町村の国民健康保険担当窓口にお問い合わせください。  

 

※1 いずれの 金額に なるか は入院す る医療 機関の 施設 基準によ り異な ります ので 医療機関 に御確 認くだ さい 。 

※2 低所得 2：世 帯主及 び 国保の被 保険者 全員が 住民 税非課税 である 世帯の 方  

※3 低所得 1：世 帯主及 び 国保の被 保険者 全員が 住民 税非課税 で、そ の世帯 の各 所得が必 要経費 ・控除 （年 金

所得は控 除額を 80 万円 と する）を 差し引 いたと きに 0 円となる方  

※4 境界層該 当：65 歳以 上の医療 療養病 床に入 院す る患者の うち、 食費及 び居 住費につ いて 1 食 110 円、 1

日 0 円に減額 された とすれ ば生活保 護を必 要とし ない 状態にな る方  

食費
（1食）

居住費
（1日）

食費
（1食）

居住費
（1日）

食費
（1食）

居住費
（1日）

510円 510円
（470円）
※䐵

（470円）
※䐵

70歳未満
で住民税
非課税

過去1年間
の入院期間
が90日以内

240円 370円 240円 370円 240円 0円

70歳以上
で低所得2
※䐶

過去1年間
の入院期間
が90日超

240円 370円 190円 370円 190円 0円

140円 370円 110円 370円 110円 0円

110円 0円 110円 0円 110円 0円境界層該当 ※䐸

一般
（住民税課税世帯）

370円 370円 300円 0円

70歳以上で低所得1
※䐷

＜入院時生活療養費の標準負担額（令和7年4月から）＞

区分

負担額

医療の必要性が低い方
（医療区分1）

医療の必要性が高い方
（医療区分2・3）

指定難病患者


